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(57)【要約】
　本発明は、ユーザーにより着用されることを意図され
ている、外乱を測定するためのシステム１であって、少
なくとも１つの生体電気測定手段４と、少なくとも１つ
の生体電気測定手段４に電気的に接続されるアナログ－
デジタル変換デバイス６と、抵抗器８によってシステム
１のアース７に、及びアナログ－デジタル変換デバイス
６の入力部６１に電気的に接続される少なくとも１つの
導電トラック２と、を備えるシステム１に関係する。本
発明は、さらに、本発明に係る、外乱を測定するための
少なくとも１つのシステム１を備える衣服に関係する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーにより着用されることを意図されている、外乱を測定するためのシステム（１
）であって、前記システムは、
　身体電気信号を測定し、外部の電磁及び／又は静電外乱を受信するように構成される少
なくとも１つの生体電気測定手段（４）と、
　前記少なくとも１つの生体電気測定手段（４）に電気的に接続されるアナログ－デジタ
ル変換デバイス（６）と、
　電磁及び／又は静電信号を測定するための少なくとも１つの導電トラック（２）であっ
て、前記導電トラック（２）は、抵抗器（８）によって前記システム（１）のアース（７
）に、及び前記アナログ－デジタル変換デバイス（６）の入力部（６１）に電気的に接続
される、導電トラック（２）と、
を備える、システム（１）。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの導電トラック（２）により測定された電気信号は、結果として得
られるクリーン信号を作り出すために、前記少なくとも１つの生体電気測定手段（４）に
より測定された電気信号から差し引かれることを特徴とする、請求項１に記載のシステム
（１）。
【請求項３】
　前記導電トラック（２）に連結される抵抗器は、肌と前記少なくとも１つの生体電気測
定手段（４）との間の接触インピーダンスをシミュレートすることを特徴とする、請求項
１又は請求項２に記載のシステム（１）。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの導電トラック（２）の長さは、１ｃｍよりも大きい、請求項１乃
至３のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項５】
　前記抵抗器（８）のインピーダンスは、１０ｋオームと１００Ｍオームとの間に及ぶ、
請求項１乃至４のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項６】
　前記抵抗器（８）と並列に接続されるコンデンサ（９）をさらに備える、請求項１乃至
５のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項７】
　前記コンデンサ（９）の静電容量は、１０ピコファラドと１００ナノファラドとの間に
及ぶ、請求項６に記載のシステム（１）。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの導電トラック（２）は、前記システム（１）のアース（７）に、
及び前記アナログ－デジタル変換デバイス（６）の入力部（６１）に電気的に接続される
第１端と、第２の自由端と、を備える、請求項１乃至７のいずれか１項に記載のシステム
（１）。
【請求項９】
　前記少なくとも１つの導電トラック（２）は、前記システム（１）のアース（７）に電
気的に接続される第１端と、前記アナログ－デジタル変換デバイス（６）の入力部（６１
）に電気的に接続される第２端と、を備える、請求項１乃至７のいずれか１項に記載のシ
ステム（１）。
【請求項１０】
　テキスタイル又は機械的基板（５）をさらに備え、前記生体測定手段（４）及び少なく
とも１つの導電トラック（２）は、前記テキスタイル又は機械的基板（５）に機械的に接
続される、請求項１乃至９のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項１１】
　前記基板（５）は、テキスタイル基板（５）であり、前記少なくとも１つの導電トラッ
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ク（２）は、
　前記テキスタイル基板（５）を通じて、織られるか、刺繍されるか、編まれるか又は挿
入される少なくとも１つの導電縫い糸を備えるか、又は
　前記テキスタイル基板（５）に印刷された導電インク又は導電ペイントである、
請求項１０に記載のシステム（１）。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の外乱を測定するための少なくとも１つのシス
テム（１）を備える衣服。
【請求項１３】
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の外乱を測定するためのシステム（１）又は請
求項１２に記載の衣服を使用するための方法であって、以下の：
　前記少なくとも１つの生体電気測定手段（４）により得られた信号を測定する工程と、
　前記少なくとも１つの導電トラック（２）により得られた信号を測定する工程と、
　前記少なくとも１つの生体電気測定手段により測定された信号から、前記少なくとも１
つの導電トラック（２）により測定された信号を差し引くように、前記信号を処理する工
程と、
を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザーにより着用されることを意図されている、電磁外乱又は静電外乱を
測定するためのシステムに関する。本発明は、当該システムを備える衣服にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体電気信号を測定させることを可能にするスマート衣服は、高い接触インピーダンス
によりもたらされる、無視できない長さの電気接続によって、非常に低いレベルの電気信
号を通すこと（約数マイクロボルト～数ミリボルト）を要する。従って、これら信号は、
電磁外乱又は静電外乱の大きなリスクに晒される。これら外乱は、変動することがある。
外乱の変動は、例えば、別の人がセンサー近くを通る際に、高周波の電波又は静電低周波
外乱が原因となり引き起こされることがある。幹線の電圧もまた、測定及び送信される信
号において５０Ｈｚ又は６０Ｈｚのノイズを発生することができる。
【０００３】
　これら外乱は、技術者もしくは医師により手動で行われようと、アルゴリズムを実行す
る情報学的手段により行われようと、信号の使用及び解釈に累を及ぼす。医学の分野にお
いて、医師の専門知識は、異なる種類のアーチファクトを識別することを可能にし得るが
、それは、限定された手段でのみ行われる。これら電磁外乱又は静電外乱は、診断をゆが
める、又は診断を保留対象とすることさえある。
【０００４】
　米国特許公開第２００９／３１８８２７号は、被検者の身体の一部の近くに置いた複数
の電極を通して被検者の脳の電気的活動をモニタリングするためのシステム及び方法につ
いて説明する。このシステムは、アンテナをさらに備える。米国特許公開第２００９／３
１８８２７号のアンテナは、信号を発することはできるが、電磁信号を測定することはで
きない。
【０００５】
　Ｊｏｈｎらは、血管インプラントと、圧力センサーと、センサーにより蓄積されたデー
タの外部の分析部への無線送信のためのアンテナとを備えるシステムについて説明する（
Ｂｉｏｍｅｄｉｃａｌ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ，２０１６，ｐｐ．１５５－１５９）。
説明されるアンテナは、信号を発することには適するが、電磁信号を測定することはでき
ない。
【０００６】
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　Ｋａｎｇらは、複数の導電トラックを有する回路と、その回路に接続される電極の出力
インピーダンスを低減するねらいがある電子素子と、を備える、生理信号の取得のための
システムについて説明する。導電トラックは、電磁信号を測定することはできない。
【０００７】
　欧州特許第２　４０７　０９６号は、導電トラックを電極と取得システムとの間の接続
の簡略化のために使用する、身体信号を測定するためのテキスタイル電極について説明す
る。説明される導電トラックは、電磁信号を測定することはできない。
【０００８】
　そのため、本発明により扱われている課題は、衣服に組み入れることができ、ユーザー
により着用されることを意図されている、電磁外乱又は静電外乱を測定するためのシステ
ムを提供することである。本発明は、従って、スマート衣服で行う測定が外部の電磁信号
又は静電信号により変わるかどうかを決定することを可能にさせる。
【発明の概要】
【０００９】
　本発明は、ユーザーにより着用されることを意図されている、外乱を測定するための方
法に関する。システムは、少なくとも１つの生体電気測定手段と、少なくとも１つの生体
電気測定手段に電気的に接続されるアナログ－デジタル変換デバイスと、抵抗器によって
システムのアースに、及びアナログ－デジタル変換デバイスの入力部に電気的に接続され
る少なくとも１つの導電トラックと、を備える。
【００１０】
　本発明の一実施形態において、導電トラックの長さは、１ｃｍより大きい。本発明のあ
る実施形態において、少なくとも１つの導電トラックの長さは、２ｃｍ、３ｃｍ、４ｃｍ
、５ｃｍ、６ｃｍ、７ｃｍ、８ｃｍ、９ｃｍ、１０ｃｍもしくは２０ｃｍ、３０ｃｍ、４
０ｃｍ、又は５０ｃｍより大きい。
【００１１】
　本発明の一実施形態において、少なくとも１つの導電トラックにより測定された電気信
号は、結果として得られるクリーン信号を作り出すために、少なくとも１つの生体電気測
定手段により測定された電気信号から差し引かれる。
【００１２】
　本発明の一実施形態において、導電トラックに連結される抵抗器は、肌と少なくとも１
つの生体電気測定手段の間の接触インピーダンスをシミュレートする。
【００１３】
　本発明の一実施形態において、抵抗器のインピーダンスは、１０ｋオームと１００Ｍオ
ームとの間にある。本発明のある実施形態において、システムは、抵抗器と並列で接続さ
れるコンデンサをも備える。本発明のある実施形態において、コンデンサの静電容量は、
１０ピコファラドと１００ナノファラドのとの間に及ぶ。
【００１４】
　本発明の一実施形態において、少なくとも１つの導電トラックは、システムのアースに
、及びアナログ－デジタル変換デバイスの入力部に電気的に接続される第１端と、第２の
自由端と、を備える。
【００１５】
　本発明の一実施形態において、少なくとも１つの導電トラックは、システムのアースに
電気的に接続される第１端と、アナログ－デジタル変換デバイスの入力部に電気的に接続
される第２端と、を備える。
【００１６】
　本発明の一実施形態において、システムは、テキスタイル又は機械的基板をも備え、生
体測定手段及び少なくとも１つの導電トラックは、テキスタイル又は機械的基板に機械的
に接続される。
【００１７】
　本発明の一実施形態において、基板は、テキスタイル基板であり、少なくとも１つの導
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電トラックは、
　テキスタイル基板に対して、織られる、刺繍される、編まれる、又は挿入される少なく
とも１つの導電縫い糸を備えるか、又は
　テキスタイル基板に印刷された導電インク又は導電ペイントである。
【００１８】
　本発明は、さらに、本発明に係る、外乱を測定するための少なくとも１つのシステムを
備える衣服に関する。
【００１９】
　本発明は、本発明に係る、外乱を測定するためのシステム、又は本発明に係る衣服を使
用するための方法であって、
　少なくとも１つの生体電気測定手段により得られた信号を測定する工程と、
　少なくとも１つの導電トラックにより得られた信号を測定する工程と、
　少なくとも１つの生体電気測定手段により測定された信号から、少なくとも１つの導電
トラックにより測定された信号を差し引くように、信号を処理する工程と、
を含む方法にも関する。
【００２０】
　定義
　本発明において、以下の用語は以下の意味と定義される。
　「衣服」とは、帽子を含む、被検者が着用することができる任意のテキスタイルを指す
。
　「ループアンテナ」とは、その周囲の磁場を測定するためのアンテナを指す。その動作
原理は、レンツ及びファラデーの法則の適用の結果であり、誘導される電圧は、磁場の磁
束に比例する。
　「ユーザーにより着用されることを意図されているデバイス」とは、好ましくは肌と接
触して、ユーザーが着用することができる、任意の衣服、衣料の品目、帽子、又は下着を
指す。
　「生体電気測定手段」とは、肌と接触して、又は肌から離れて、生体組織が作り出す電
気信号を測定することができる任意のセンサーを指す。
　「アナログ－デジタル変換デバイス」は、電気信号をデジタルデータに変化させる電子
デバイスを指す。
　「導電トラック」は、導電領域を指す。この導電トラックは、１つ又は複数の導電縫い
糸であって、導電材料、又は導電面もしくは導電材料で覆われたテキスタイル縫い糸で作
られ、テキスタイル縫い糸は、好ましくは銀などの導電金属で覆われる、導電縫い糸から
なり得る。この導電トラックは、基板上の導電インク又は導電ペイントとすることもでき
、導電インク又はペイントは、この導電インク又はペイントを可撓性面に堆積させること
を可能にする可撓な特性を有する、電気伝導性材料で満たされる。
　「端」は、導電トラックの寸法のうち最大のものの方向における端部の終端を指す。導
電トラックが面である場合、端は、システムのアース及び／又はアナログ－デジタル変換
デバイスの入力部に接続するための張り出しにより形成される。
　「基板」は、本発明に係るシステムの構成要素のうち少なくとも１つ又は全てへの支持
を提供する部分である。
　「テキスタイル基板」は、織る又は編むことができる、絶縁性のテキスタイル縫い糸で
作られる基板を指す。
　「機械的基板」は、少なくとも１つの強固な部分又はテキスタイルでない部分で作られ
る基板を指す。
　「可撓性」とは、塑性変形することなく、５乃至１０ｃｍの半径を有する円柱片で曲が
ることができることを指す。
　値の範囲が、表現「ＡとＢとの間」により表されるとき、これは、２つの記された値「
Ａ」及び「Ｂ」が表される値の範囲に含まれることを意味する。また、含まれるのは、値
の範囲の限度のプラス又はマイナス１０％以内の全ての値である。
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【発明を実施するための形態】
【００２１】
　図１に図解するように、本発明は、ユーザーにより着用されることを意図されている、
外乱を測定するためのシステム１に関する。このシステム１は、少なくとも１つの生体電
気測定手段４と、少なくとも１つの生体電気測定手段４に電気的に接続されるアナログ－
デジタル変換デバイス６と、抵抗器８によってシステム１のアース７に、及びアナログ－
デジタル変換デバイス６の入力部６１に電気的に接続される少なくとも１つの導電トラッ
ク２と、を備える。
【００２２】
　本発明は、ユーザーにより着用されることを意図されている、外乱を測定するためのシ
ステム１であって、前記システムは、
　身体電気信号を測定するための、外部の電磁及び／又は静電外乱を受信することができ
る少なくとも１つの生体電気測定手段４と、
　少なくとも１つの生体電気測定手段４に電気的に接続されるアナログ－デジタル変換デ
バイス６と
　電磁及び／又は静電信号を測定するための少なくとも１つの導電トラック２であって、
抵抗器８によってシステム１のアース７に、及びアナログ－デジタル変換デバイス６の入
力部６１に電気的に接続される少なくとも１つの導電トラック２と、
を備えるシステム１に関する。
【００２３】
　少なくとも１つの生体電気測定手段４は、ヒト又は動物の身体により発せられた電気信
号を測定することができる。ある実施形態において、この手段は、肌と接触する金属又は
導電電極であり、脳波検査（ＥＥＧ）、心電図検査（ＥＣＧ）又は筋電図検査（ＥＭＧ）
により測定されるものなど、電気信号の非常に微弱な変動を測定することができる。ある
実施形態において、測定手段は、眼電図（ＥＯＧ）センサー又は光刺激を検出する手段と
することもできる。
【００２４】
　本発明によれば、少なくとも１つの生体電気測定手段４は、電気接続３によりアナログ
－デジタル変換デバイス６に電気的に接続される。アナログ－デジタル変換デバイス６は
、少なくとも１つの生体電気測定デバイス４からの電気信号をデジタル値に変換するよう
に構成される。
【００２５】
　本発明に係る導電トラック２は、アンテナの役割を果たす。そのため、導電トラック２
は、少なくとも１つの生体電気測定手段４により記録もされ、測定された信号を乱す電磁
及び／又は静電外乱を検出するために、十分な長さ又は面積超に延在しなければならない
。そのため、この導電トラック２の長さ又は面積は、十分に長くなければならず、その意
義は、２つの構成要素間の単なる電気接続を超えている。
【００２６】
　導電トラック２は、システム１のアース７に、及びアナログ－デジタル変換デバイス６
の入力部６１に電気的に接続される。このようにして、アナログ－デジタル変換デバイス
６は、導電トラック２からの電気信号をデジタル値に変換することができる。
【００２７】
　一実施形態において、導電トラック２は、第３の寸法の距離に対し、２つの寸法の距離
がわずかである導電路である。
【００２８】
　図１に図解する一実施形態において、導電トラック２は、第１端によりシステム１のア
ース７に電気的に接続され、第２端によりアナログ－デジタル変換デバイス６の入力部６
１に電気的に接続される。一実施形態において、導電トラック２は、システム１のアース
７に電気的に接続される第１端と、アナログ－デジタル変換デバイス６の入力部６１に電
気的に接続される第２端と、を備える。
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【００２９】
　図２に図解する一代替実施形態において、導電トラック２は、少なくとも２つの端を備
え、第１端は、システム１のアース７に、及びアナログ－デジタル変換デバイス６の入力
部６１に電気的に接続され、第２端は、フリーである。本実施形態において、導電トラッ
クは、システム１のアース７に、及びアナログ－デジタル変換デバイス６の入力部６１に
電気的に接続される第１端と、第２の自由端と、を備える。「第２端がフリーである」と
は、この端が、開回路が製作されるように、抵抗器又は他の電気伝導性素子に接続されて
いないことを意味するものとする。ある実施形態において、第１端は、プリント回路の入
力部に接続され、プリント回路入力部は、システムのアース７に、及びアナログ－デジタ
ル変換デバイス６の入力部６１に電気的に接続される。
【００３０】
　不図示の一実施形態において、導電トラック２は、複数の自由端を備える。
【００３１】
　導電トラック２は、外乱の測定を可能にするために、十分に大きい長さを有しなければ
ならない。ある実施形態において、導電トラック２は、１ｃｍ、２ｃｍ、３ｃｍ、４ｃｍ
、５ｃｍ、６ｃｍ、７ｃｍ、８ｃｍ、９ｃｍ、１０ｃｍ、２０ｃｍ、３０ｃｍ、４０ｃｍ
、又は５０ｃｍより大きい長さを有する。一実施形態において、導電トラック２は、５ｃ
ｍと５００ｃｍとの間、又は５ｃｍと２００ｃｍとの間に含まれる長さを有する。ある実
施形態において、導電トラック２は、５ｃｍと１００ｃｍとの間に含まれる長さを有する
。ある実施形態において、導電トラック２の最大の長さは、制限されない。
【００３２】
　この長さは、外乱、例えば、本発明に係るシステム１を着用するユーザーの身体からの
電磁外乱又は静電外乱の測定においてより優れた精度を可能にする。
【００３３】
　実際、導電トラック２は、外乱を記録するのに十分な長さを有しなければならない。
【００３４】
　不図示の代替実施形態において、アンテナの役割は、アナログ－デジタル変換デバイス
６に、及びシステムのアース７に電気的に接続される導電トラック２により囲われる領域
により行われる。そのため、導電トラック２は、外乱の測定を可能にするために、十分に
大きな領域を囲わなければならない。本実施形態において、導電トラック２が囲う領域は
、１ｃｍ２より大きな面積を有する。一実施形態において、導電トラック２が囲う領域は
、１０、２０、３０、４０、５０、１００、２００、又は３００ｃｍ２より大きな面積を
有する。
【００３５】
　一実施形態において、導電トラック２は、テキスタイル又は機械的基板５で延在する。
【００３６】
　基板５がテキスタイル基板５である一実施形態において、導電トラック２は、テキスタ
イル基板５と同じ可撓性を有するように作り出される。導電トラック２は、塑性変形する
ことなく、電気接続の切断を導くことがある劣化を起こすことなく、折り畳むことができ
なければならない。一実施形態において、導電トラック２は、塑性変形することなく、半
径５～１０ｃｍの円柱片で曲がることを可能にする可撓性を有する。
【００３７】
　ある実施形態において、導電トラック２は、ループアンテナを形成する。この同じ実施
形態において、導電トラック２により描かれる形状は、オーバル形、円形、長方形、三角
形、もしくは楕円形、又は任意の他の形状とすることができる。
【００３８】
　一実施形態において、生体電気測定手段４は、導電トラック２により描かれた形状の内
側に設けることができる。一実施形態において、生体電気測定手段４は、導電トラック２
により描かれた形状のほぼ中心に設けることができる。導電トラック２により描かれた形
状の内側に生体電気測定手段４が位置することにより、少なくとも１つの生体電気測定手
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段４により測定される電磁及び／又は静電外乱は少なくとも１つの生体電気測定手段４の
近くで測定されることになるため、こうした外乱のより適切な表示が可能となる。
【００３９】
　一実施形態において、少なくとも１つの導電トラック２により測定された電気信号は、
結果として得られるクリーン信号を作り出すために、少なくとも１つの生体電気測定手段
４により測定された電気信号から差し引かれる。
【００４０】
　本発明によれば、アナログ－デジタル変換デバイス６は、導電トラック２からの電気信
号及び少なくとも１つの生体電気測定デバイス４からの電気信号をデジタル値に変換する
ように構成される。
【００４１】
　導電トラック２からのデジタル値は、少なくとも１つの生体電気測定手段４により記録
もされる電磁及び／又は静電外乱に対応する。少なくとも１つの生体電気測定手段４から
の値から、導電トラック２からの値を差し引くことにより、寄生外部信号が除去されてい
る信号の値が得られる。
【００４２】
　特定の実施形態において、システム１は、少なくとも１つの生体電気測定手段４からの
値から導電トラックからの値を差し引くことを可能にさせる手段（電子デバイス又はアル
ゴリズムなど）をも備える。別の実施形態において、この動作は、事後に行うことができ
る、又はより単純に、計測値を解析する担当の者が、少なくとも１つの生体電気測定手段
４からの値の自身の解析を容易にするため、２つの値を比較することができる。
【００４３】
　不図示のある実施形態において、システム１は、プリント回路をも備え、アナログ－デ
ジタル変換デバイス６は、このプリント回路に組み込まれる。
【００４４】
　本発明によれば、少なくとも１つの導電トラック２は、抵抗器８を介して、システムの
アース７に結合又は電気的に接続される。この抵抗器８は、導電トラック２からの電気信
号の測定を行うことを可能にさせる。実際、低周波は、抵抗なしでは測定することができ
ない。
【００４５】
　一実施形態において、抵抗器８のインピーダンスは、肌と少なくとも１つの生体電気測
定手段４との間の接触インピーダンスと同じ規模、好ましくは可能な限り近くなければな
らない。従って、導電トラック２により測定された電気信号は、少なくとも１つの生体電
気測定手段４により測定された信号と比較することができる。
【００４６】
　一実施形態において、導電トラック２は、電磁及び／又は静電信号などの信号を受信す
るように構成される。
【００４７】
　ある実施形態において、導電トラック２は、電磁及び／又は静電信号などの信号を発す
るように構成される。
【００４８】
　一実施形態において、導電トラック２に連結される抵抗器は、肌と少なくとも１つの生
体電気測定手段４との間の接触インピーダンスをシミュレートする。
【００４９】
　少なくとも１つの生体電気測定手段４がドライＥＥＧ電極である一実施形態において、
ユーザーの肌とドライＥＥＧ電極との間の接触インピーダンスの規模は、１００ｋオーム
と１０Ｍオーム（１０メガオーム）との間である。
【００５０】
　一実施形態において、抵抗器８のインピーダンスは、１０ｋオームと１００Ｍオームと
の間に及ぶ。好ましい実施形態において、抵抗器８のインピーダンスは、１００ｋオーム
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と１０Ｍオームとの間、好ましくは５００ｋオームと５Ｍオームのと間、非常に好ましく
は７００ｋオームと２Ｍオームとの間、またさらに好ましくは８００ｋオームと１．５Ｍ
オームとの間にある。
【００５１】
　図１及び図２に図解する一実施形態において、抵抗器８は、アナログ－デジタル変換デ
バイス６の一部である。図５に図解する別の実施形態において、抵抗器８は、アナログ－
デジタル変換デバイス６に組み込まれず、導電トラック２に接触して、基板５に取り付け
られる。不図示の一実施形態において、抵抗器は、アナログ－デジタル変換デバイス６に
取り付けられず、アナログ－デジタル変換デバイス６を備えるプリント回路に組み込まれ
る。
【００５２】
　図３及び図４に図解する一実施形態において、肌と少なくとも１つの生体電気測定手段
との間の接触インピーダンスに近づくために、システム１は、抵抗器８と並列に据えられ
るコンデンサ９を備える。このコンデンサ９は、肌と少なくとも１つの生体電気測定手段
４との間の寄生容量をモデル化することを可能にさせる。コンデンサ９の静電容量は、肌
と少なくとも１つの生体電気測定手段４との間の接触の寄生容量と同じ規模、好ましくは
可能な限り近くなければならない。従って、導電トラック２により測定された電気信号は
、少なくとも１つの生体電気測定手段４により測定された信号と比較することができる。
コンデンサ９の静電容量の規模は、使用される生体電気測定手段４に応じて可変である。
一実施形態において、コンデンサ９は、１０ピコファラドと１００ナノファラドとの間の
静電容量を有する。
【００５３】
　図５に図解する別の実施形態において、抵抗器８及びコンデンサ９は、アナログ－デジ
タル変換デバイス６に組み込まれず、導電トラック２と接触して、基板５に取り付けられ
る。不図示の一実施形態において、抵抗器８及びコンデンサ９は、アナログ－デジタル変
換デバイス６に組み込まれず、アナログ－デジタル変換デバイス６を備えるプリント回路
に組み込まれる。
【００５４】
　一実施形態において、システム１は、生体電気測定手段４、アナログ－デジタル変換デ
バイス６、及び導電トラック２が据えられるテキスタイル又は機械的基板５を備える。一
実施形態において、システム１は、テキスタイル又は機械的基板５を備え、生体測定手段
４及び導電トラック２は、テキスタイル又は機械的基板５に機械的に接続される。この基
板５は、システム１の様々な構成要素の結束性を保証することを可能にさせる。一実施形
態において、アナログ－デジタル変換器も基板５に機械的に接続される。
【００５５】
　一実施形態において、基板５は、機械的基板５である。機械的基板５は、プラスチック
材料で作られるプレートであってもよく、より一般的には導電トラック２との絶縁性の接
触面を備える支持部であってもよい。一実施形態において、機械的基板５は、ヘッドセッ
トを作り出すために使用することができる機械的フレームワークである。機械的基板５は
、強固であっても可撓であってもよい。
【００５６】
　別の実施形態において、基板５は、テキスタイル基板５である。一実施形態において、
テキスタイル基板５は、絶縁性の縫い糸で織られた又は編まれた基板である。
【００５７】
　一実施形態において、基板５は、テキスタイル基板５である。テキスタイル基板５の使
用は、可撓性及び弾性といった特質を有するシステム１を提供することを可能にさせる。
同一の実施形態において、導電トラック２は、テキスタイル基板５とほぼ同じ可撓性を有
するように作り出される。基板５がテキスタイル基板５である一実施形態において、導電
トラック２は、テキスタイル基板５に対して、織られる、刺繍される、編まれる、又は挿
入される少なくとも１つの導電縫い糸を備える。同一の実施形態において、少なくとも１
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つの導電縫い糸は、導電材料で作られるか、又は導電面で覆われた、好ましくは銀などの
導電金属で覆われた少なくとも１つのテキスタイル縫い糸で作られる。代替実施形態にお
いて、導電トラック２は、テキスタイル基板５に印刷された導電インク又は導電ペイント
である。
【００５８】
　一実施形態において、導電トラック２は、その端により範囲が区切られる。一実施形態
において、導電トラック２は、アナログ－デジタル変換デバイス６との接合部により範囲
が区切られる。別の実施形態において、導電トラック２は、抵抗器、アナログ－デジタル
変換デバイス６の入力部６１、及び場合によってはコンデンサ９との接合部により範囲が
区切られる。一実施形態において、導電トラック２は、プリント回路との接続点により範
囲が区切られる。
【００５９】
　一実施形態において、システム１は、複数の導電トラック２を備える。
【００６０】
　アース７は、電位の基準分岐である。アース７は、アナログ－デジタル変換デバイス６
に、又は本発明に係るシステム１の他の部位、例えば基板５に設置することができる。
【００６１】
　本発明は、さらに、本発明に係る、外乱を測定するための少なくとも１つのシステム１
を備える衣服に関する。「衣服」は、帽子を含む、被検者が着用することができる任意の
テキスタイルを意味するものである。好ましい実施形態において、衣服は、下着、帽子、
シャツ、又はＴシャツなど、少なくとも１つの生体電気測定手段４により記録される測定
の信頼度を高めるように、肌と接触して着用されることが意図される。
【００６２】
　一実施形態において、本発明は、ＥＥＧ又は他のヘッドセットなど既存の測定デバイス
に適用される。
【００６３】
　一実施形態において、衣服は、本発明に係る２つのシステム１を備える帽子である。本
実施形態において、本発明に係る２つのシステム１は、帽子の両側に配置される。そのた
め、ユーザーは、１つのシステム１を自身の頭蓋の左側に接触させ、１つのシステム１を
自身の頭蓋の右側に接触させて配置することができる。
【００６４】
　一実施形態によれば、本発明に係る衣服は、少なくとも１つの生体電気測定手段４が受
ける外部の電磁及び／又は静電外乱を測定することができる。
【００６５】
　本発明は、本発明に係る、外乱を測定するためのシステム１を使用するための方法であ
って、
　少なくとも１つの生体電気測定手段４により得られた信号を測定する工程と、
　少なくとも１つの導電トラック２により得られた信号を測定する工程と、
　少なくとも１つの生体電気測定手段により測定された信号から、少なくとも１つの導電
トラック２により測定された信号を差し引くように、信号を処理する工程と、
を含む方法にも関する。
【００６６】
　信号を処理する工程は、アルゴリズム、電子モジュール、データ処理システム、又は技
術者により実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】導電トラック２がループアンテナを形成する、本発明の一実施形態に係るシステ
ム１の概略図である。導電トラック２は、２つの端を有し、第１端は、アナログ－デジタ
ル変換デバイス６の入力部６１に接続され、第２端は、システム１のアース７に接続され
る。



(11) JP 2020-503155 A 2020.1.30

10

20

【図２】導電トラック２が閉回路を形成しない、本発明の一実施形態に係るシステム１の
概略図である。導電トラック２は、アナログ－デジタル変換デバイス６の入力部６１に接
続され、システム１のアース７に接続される第１端を有する。導電トラック２は、開回路
を製作するために、抵抗器又は任意の電気伝導性素子に接続されない第２端を備える。
【図３】コンデンサ９が抵抗器８と並列で据えられる、図１に係る本発明の一実施形態に
係るシステム１の概略図である。
【図４】コンデンサ９が抵抗器８と並列で据えられる、図２に係る本発明の一実施形態に
係るシステム１の概略図である。
【図５】抵抗器８及びコンデンサ９が、アナログ－デジタル変換デバイス６でなく、テキ
スタイル又は機械的基板５に据えられる、図４に係る本発明の一実施形態に係るシステム
１の概略図である。
【００６８】
　図面は、本特許出願の読者が本発明をより適切に特定することを可能にするために、教
示の目的で作られている。このため、図面は、一定の比率の縮尺ではなく、本特許出願の
範囲は、図面で測定される距離により制限されるものとみなすことはできない。
【符号の説明】
【００６９】
　１－外乱を測定するためのシステム
　２－導電トラック
　３－電気接続手段
　４－生体電気測定手段
　５－基板
　６－アナログ－デジタル変換デバイス
　６１－アナログ－デジタル変換デバイスの入力部
　７－システムアース
　８－抵抗器
　９－コンデンサ
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年9月27日(2019.9.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーにより着用されることを意図されている、外乱を測定するためのシステム（１
）であって、前記システムは、
　身体電気信号を測定し、外部の電磁及び／又は静電外乱を受信するように構成される少
なくとも１つの生体電気測定手段（４）と、
　前記少なくとも１つの生体電気測定手段（４）に電気的に接続されるアナログ－デジタ
ル変換デバイス（６）と、
　電磁及び／又は静電信号を測定するための少なくとも１つの導電トラック（２）であっ
て、前記導電トラック（２）は、抵抗器（８）によって前記システム（１）のアース（７
）に、及び前記アナログ－デジタル変換デバイス（６）の入力部（６１）に電気的に接続
される、導電トラック（２）と、
を備える、システム（１）。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの導電トラック（２）により測定された電気信号は、結果として得
られる信号を作り出すために、前記生体電気測定手段（４）により測定された電気信号か
ら差し引かれ、前記結果として得られる信号からは、寄生外部信号が除去されている、請
求項１に記載のシステム（１）。
【請求項３】
　前記導電トラック（２）に連結される抵抗器は、肌と前記生体電気測定手段（４）との
間の接触インピーダンスをシミュレートする、請求項１又は請求項２に記載のシステム（
１）。
【請求項４】
　前記導電トラック（２）の長さは、１ｃｍよりも大きい、請求項１乃至３のいずれか１
項に記載のシステム（１）。
【請求項５】
　前記抵抗器（８）のインピーダンスは、１０ｋオームと１００Ｍオームとの間に及ぶ、
請求項１乃至４のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項６】
　前記抵抗器（８）と並列に接続されるコンデンサ（９）をさらに備える、請求項１乃至
５のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項７】
　前記コンデンサ（９）の静電容量は、１０ピコファラドと１００ナノファラドとの間に
及ぶ、請求項６に記載のシステム（１）。
【請求項８】
　前記導電トラック（２）は、前記システム（１）のアース（７）に、及び前記アナログ
－デジタル変換デバイス（６）の入力部（６１）に電気的に接続される第１端と、第２の
自由端と、を備える、請求項１乃至７のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項９】
　前記導電トラック（２）は、前記システム（１）のアース（７）に電気的に接続される
第１端と、前記アナログ－デジタル変換デバイス（６）の入力部（６１）に電気的に接続
される第２端と、を備える、請求項１乃至７のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項１０】
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　前記システム（１）は、テキスタイル基板又は機械的基板（５）をさらに備え、前記生
体測定手段（４）及び前記導電トラック（２）は、前記テキスタイル基板又は機械的基板
（５）に機械的に接続される、請求項１乃至９のいずれか１項に記載のシステム（１）。
【請求項１１】
　前記基板（５）は、テキスタイル基板（５）であり、前記導電トラック（２）は、
　前記テキスタイル基板（５）を通じて、織られるか、刺繍されるか、編まれるか又は挿
入される少なくとも１つの導電縫い糸を備えるか、又は
　前記テキスタイル基板（５）に印刷された導電インク又は導電ペイントである、
請求項１０に記載のシステム（１）。
【請求項１２】
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の外乱を測定するための少なくとも１つのシス
テム（１）を備える衣服。
【請求項１３】
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の外乱を測定するためのシステム（１）、又は
請求項１２に記載の衣服を使用するための方法であって、前記方法は、
　前記少なくとも１つの生体電気測定手段（４）により得られた信号を測定する工程と、
　前記少なくとも１つの導電トラック（２）により得られた信号を測定する工程と、
　前記生体電気測定手段（４）により測定された信号から、前記導電トラック（２）によ
り測定された信号を差し引くように、前記信号を処理する工程と、
を含む、方法。
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